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泡瀬地区原風景ヒアリング調査結果 
１． 調査の背景 

第１回人工海浜専門部会において、泡瀬地区の戦前の植生やオカヤドカリの生息状況などについて、

年配の方々から聞き取り調査を行い、地域の原風景を明らかにすることが必要とのご指摘があったこと

から、以下のとおりヒアリング調査を行った。 
 

２． 調査手法 
調査は泡瀬地区に戦前から住んでいる方々に対し、泡瀬地区の現況調査結果（下表参照）を説明した

上で、聞き取りを行うという手法をとった。 
 
〔現況調査の概要〕 

ゾーン 図 ゾーンの特徴 

県総合運動公園前 
（人工海浜・近自然海岸ゾーン） 

図-2 
砂が堆積し、自然の植生が豊かである 
 

比屋根湿地前 
（石積護岸ゾーン） 

図-3,3-1 
砂浜が少なく、自然の植生が乏しい 
 

旧塩田前 
（消波ブロック護岸ゾーン） 

図-4 
陸から海浜部にかけて地形に連続性がなく、

自然の植生がほとんど見られない 

泡瀬通信基地前 
（直立護岸ゾーン） 

図-5 
陸から海浜部にかけて地形に連続性がなく、

自然の植生が乏しいが、砂嘴の根元の一部に

砂が堆積し、自然の植生が豊かな箇所がある 
 
３． ヒアリング結果 
この結果、原風景は以下の特徴を有していたことが明らかになった。 
① 戦前の泡瀬地区には、湿地等が広く分布しており、沿岸域には塩田が広がっていたが、埋立により地

形や土地利用が変遷し湿地等が失われた。 
② 湿地周辺にはアダン、ハマゴウなど、湿地内にはガマ、イグサ、アシなどが多く生育し、また、ハゼ

やウナギなどが生息していた。 
③ 砂州や海浜域には、グンバイヒルガオ、アダン、モクマオなどの植物が多く生育していた。 
④ 泡瀬半島南側の砂浜に、オカヤドカリ、貝類やカニ類が多く生息していた。 
⑤ 昔の泡瀬地区の人口は３千人程度で、汚水・雨水は主に地下浸透していた。 
 

４． 泡瀬の原風景と現況 
① ヒアリングの結果、県総合運動公園付近の海浜部が原風景に近似していることが明らかになった。 
② 近年は区画整理事業等の面整備が行われたことにより、人口が急激に増加したため、海域への生活雑

排水の流入が増え、海域の汚染が進んだ。なお、沖縄市において公共下水道整備事業を平成１９年度

完成目標に実施している。 

項目 ヒアリング結果 

後背地 

１．人口は、約 3000 人程度で現在より遙かに少なかった。 
２．水質汚濁をもたらす人畜のし尿は、すべて堆肥として畑で利用され海域へ

の汚水の流出は見られなかった。 
３．雨水はほとんどが地下浸透していた。 
４．生活物資などはすべて再利用され、海域への廃棄物投棄はなかった。 

湿地 

１．湿地と内海を遮断する道路は石積みで、潮の出入りが常にあり、湿地内は

常に新鮮な状態を保っていた。 
２．雨水を含む排水は、一旦低地に位置する湿地を通るため、湿地の浄化作用

により海域の清澄さが保たれた。 

干潟 
１．干潟には財産としての塩田があり、立ち入りや汚濁流入の制限を共通認識

として持っていたため、海域の清澄さが保たれていた。 

植生 

１．砂州や海浜域では、ｸﾞﾝﾊﾞｲﾋﾙｶﾞｵ、ｱﾀﾞﾝ、ﾓｸﾏｵが多く生育していた。 
２．湿地の周囲には、ｱﾀﾞﾝ、ﾎｰﾗｰｹﾞｰ(ﾊﾏｺﾞｳ)、ｽｽｷ、湿地の中には、ｶﾞﾏﾇﾎｰ（ｶﾞ

ﾏ）、ﾋﾞｰｸﾞ（ｲｸﾞｻ）、ｱｼなどが多く生えていた。 
３．砂山の海岸線沿いにはﾝｼﾞｬﾅ（ﾆｼﾖﾓｷﾞ）が生えていて、水際のすぐ近くで

ｱｰｻも採れた。 

動物 

１．干潟の砂地には、ｸｰﾊﾞｰｶﾞﾆ、ﾀｳﾁｬｰｶﾞﾆがたくさんいた。 
２．ﾁﾝﾊﾞｰ（積場）やｼﾝﾅｰ（塩田）前の少し深い所には、ｶﾞｻﾐがいてよく採れ

た。また、ｼﾁﾗｰ（ﾅﾏｺ）やｶﾁﾁｬｰ（ｼﾗﾋｹﾞｳﾆ）もたくさんいた。 
３．ﾁﾝﾊﾞｰや湿地の所には、ﾕｰﾑｰｶﾞﾆ（ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ）がいて少し穴を掘ると簡単

に出てきた。 
４．ﾁﾝﾊﾞｰ前やﾖﾈ（砂州）には、石の所にﾌｸﾀｰｶﾞﾆ（ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ）がよくいた。 
５．半島北側の干潟には、ｱｻﾘ（ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ）、ﾁﾝﾎﾞｰﾗｰ、足の長いﾀｺ（ｱﾅﾀﾞｺ）

がたくさんいた。 
６．南側の砂浜にはﾔﾄﾞｶﾘ（ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ）、ﾊﾏｶﾞﾅｰ（ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ）、ｱｰﾏﾝ（ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ）

がいて、砂浜の上の護岸の隙間にはｺｰｻｰｶﾞﾆ（ｲﾜｶﾞﾆ）がたくさんいた。 
７．ｼﾝﾅｰ前の干潟ではｷｰﾌﾞﾔｰ（ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ）、ｱｻﾘ、ﾖﾈではｳﾆ、ｱｼﾞｬｹｰ（ﾋﾒｼﾞｬ

ｺｶﾞｲ）、ﾓｽﾞｸがよく採れた。 
８．湿地には、ﾄﾝﾄﾝﾐｰ（ﾊｾﾞ）、ｻｰｻﾞｰ（ｻｷﾞ）、ｶｴﾙ、ｳﾅｷﾞもいた。 
９．畑には、ウズラやすずめ、ｱﾀﾞﾝの下には、ﾏｲﾏｲがたくさんいた。 
10．干潮時には、海中道路の橋の下に魚がたくさんみられた。 

表１ 



図-1　全体ゾーニング図



  

景観
状況

動植物
状況

      
 

環境
状況 　

景観
地点Ｎｏ－１の状況 湿地部には遮るものはなく見通しはよい。

干潟から陸域までの連続性が見られる。

概況写真 動植物 湿地部はシギ、チドリの生息地である。 　
オカヤドカリが確認されている。
アマオブネガイ、イワフジツボ科の生物が確認されている。

環境

湿地は観察しやすい状況である。

図－２ 県総合運動公園前（人工海浜・近自然海岸ゾーン）

本地点における現状の問題点調　査　地　点調　査　地　点　現　状　写　真

海岸部から陸域植生の連続性が見られる。

湿地から陸側の展望
石張り護岸から遊歩道には
比較的容易に出入りができ
る

芝生、オオハマ
ボウ等が植え
られている。

遊歩道から石張り護岸部にかけて
は、ススキ、クサベラ、モクマオウ、
スナズル等が繁茂

石張り護岸上
視界を遮るものはなく湿
地全体が見渡せる

海側の展望
干潟から砂浜、陸域ま
で眺望できる。

干潟にアマオブネガイ、
リュウキュウウミニナ、カ
ンギクガイ、カヤノミカニ
モリガイ、イワガニ、スナ
ガニが生息

砂浜、陸域までの連続し
た植生が見られる

人工海浜・近自然海岸ゾーン

芝
歩　道

石積み護岸
砂

林（モクマオウ）

干　潟　部

陸　側
海　側

湿地
芝

オカヤドカリが生息 シギ、チドリ、サギ、ムナグロが生息

陸域でジョギング、
散歩、サイクリング、
ピクニック、キャンプ
野鳥観察

干潟部で潮干狩り

後　背　地 護　岸　部
干　潟　部人工石積み護岸前の海

岸が湿地化し、鳥類が
休息していた。

緩やかな護岸であり、海
域へのアプローチが容
易である。

ほとんどが芝
地で覆われ、
地下浸透水が
多いことが予想
される。

潮干狩りを行っている人
がもっと多く見られ、生
物が多いことを示してい
る。



  

景観
状況

　

動植物
状況

      
 

環境
状況 　

景観
地点Ｎｏ－６の状況 護岸高さは低く、比較的展望が望める。

波打ち際にはゴミが散乱している。
　

概況写真 動植物 オカヤドカリが比較的多出現する。 　
砂浜が少なく海浜植物がほとんど出現しない。
イワガニ、スナガニ科の生物が確認されている。
トカゲハゼが確認されている。

環境

海岸に下りるのは護岸岩から降りるしかない。
海岸部の植生は貧困であり、殺風景となっている。

図－３ 比屋根湿地前（石積護岸ゾーン）

本地点における現状の問題点調　査　地　点調　査　地　点　現　状　写　真

垂直護岸により分断され、海浜部の動植物連続性が見られない。

陸側からの展望
護岸高は比較的低く、
展望が望める

タコノキが植栽 石積護岸ではク
サトベラ、ハマサ
サゲが繁茂

海側からの展望
護岸高は比較的低い
ことから、陸域の展望
が望める

海側からの展望
砂浜・海浜植物が見られ
ず、単調な眺めである

小岩の下にはカ
ンギクガイ、アマ
オブネガイ等が
出現

石積護岸の間はゴミ
等が多いものの地下
浸透水がある。

トカゲハゼ、ヤワラガニ
等の貴重種が存在する

植栽帯
車道

歩道

干　潟　部

陸　側 海　側

石積み護岸

植栽帯にフクギ、ガジュマル
空き地にススキ、ギンネムが
繁茂

湿地にオヒルギ、メヒルギ、
ヤエヤマヒルギがあり、他に
フジツボ、ウミニナ、二枚貝 干潟部にトカゲハゼが生

息

石積護岸ゾーン

ジョギング、散歩
サイクリング 潮干狩り、野鳥観察、釣りを

している人が見られる。
湿地での野鳥観察

後　背　地 護　岸　部 干　潟　部

比屋根湿地に下水が接続されている
が、湿地浄化作用により、海域への汚
濁負荷量は低減している。しかしなが
ら、湿地内では一部陸地化が進行して
いる。



図3-1　比屋根湿地底質・生物変化　

スナガニ科：タイヨウオサガニ スナガニ科：ヤマトオサガニ

生息場所：比較的地盤の低い軟泥地で多く見られる。

平成13年優占種

イワガニ科：フタバカクガニ イワガニ科：タイワンアシハラガニ

生息場所：地盤の高い砂分の多い底質でも多く見られる。

平成14年優占種

平成14年夏季調査の際に、陸域から直接河川が流れ込むSt.15にお
いて、13年度調査時には軟泥地で歩行も困難であった場所が、土砂
が流入した事による砂礫分の増加がみられた。

14年冬季調査でもその傾向は変わらず、地盤はそのまま安定してい
る状況であった。
このような底質や地盤高の変化により、そこに生息していた生物相
に変化が確認されている。

底質・生物の変化

平成13年・14年甲殻類調査地点

　　　　　凡例



  

景観
状況

　
　

動植物
状況

　
　

      
 

　                                                                             

環境
状況

景観
垂直護岸が高く、海域部が見えない。
テトラポッドの下部にはゴミが散乱放置されている。
海域から陸域部が見えない。

概況写真 地点位置図 　
環境

海岸に下りるのが容易ではない。
海岸部の植生は貧困であり、殺風景となっている。
水路は悪臭があり、ゴミの散乱も見られる。

図－４ 旧塩田前（消波ブロック護岸ゾーン）

調　査　地　点　現　状　写　真 調　査　地　点 本地点における現状の問題点

垂直護岸により分断され、海浜部の動植物連続性が見られない。

陸側の展望
護岸に遮られ海が見え
ない

ハイシロセンダ
ングサ等草本
類が繁茂

護岸排水路では
ムラサキヒゲシ
バ等が繁茂

護岸上
高さ１ｍの護岸
が陸域と海域を
隔てている

海側の展望
テトラ護岸に遮られ海
が見えない

小岩の下にはカンギク
ガイ、アオノリ等がわ
ずかに出現

後　背　地 護　岸　部

道　路 歩　道 駐　車　場
護岸歩道

垂直護岸

テトラポッド護岸

干　潟　部

陸　側 海　側

護岸部排水路
陸　側

海　側

陸域部に住宅地、
飲食店

●住宅地が密集し、下水の未接続問題、また道路
のほとんどが舗装されたことにより、地下浸透水
が減少している。また、排水路は滞留時間が長く、
悪臭の発生及びゴミの散乱も見られる

●護岸部から海域への遮断があ
り、階段は少なく、海域へのアプ
ローチが容易ではない。また、テト
ラポットの下部では、ゴミの散乱も
見られる。

●海浜植物は全く見られず、海草藻類
の出現が少ない（砂浜・地下浸透水が
少ない）。
直立護岸北東側で排水路に接し、汚水
の流入が見られる。また、干潟底質は
黒っぽく、ゴミの散乱も見られる。

消波ブロック護岸ゾーン



  

景観
状況

動植物
状況

      
 

環境
状況 　

景観
垂直護岸が高く、陸域部が見えない。
歩道はセメント張りで殺風景である

概況写真 地点位置図 　
動植物 砂浜部でイソハマグリが確認された。

環境

海岸に下りるのが容易ではない。
海岸部の植生は貧困であり、殺風景となっている。

図－５ 泡瀬通信基地前（直立護岸ゾーン）

調　査　地　点　現　状　写　真

垂直護岸により分断され、海浜部の動植物連続性が見られない。

干潟で潮干狩り、釣りえさ用のゴカイをとる人が確認
され、わずかに残る砂浜、干潟に生物は多く見られ
た。

本地点における現状の問題点調　査　地　点

護岸上の展望
見通しはよく、干潟が
眺望できる。

通信施設内にはモク
マオウ、ハイキビ、ハ
イシロノセンダング
サ、シマグワ、ギンネ
ムが見られる。

護岸はセメントで
覆われている。

護岸下
高さ１ｍの護岸が陸域と海
域を隔て、樹木の上部が
見える程度。

海側の展望
護岸が続き、陸域と海域を
隔てている。

鳥類はチドリ、シ
ギ、
サギ

基地内に汚水発生源は見られず、また基
地内は全面芝地となっており、砂採取跡地
はため池状となっていることから、地下浸
透水が期待できる。 干潟部

直立護岸により陸域と海域
が完全に分断している

直立護岸ゾーン

陸　側
海　側

道　路 歩　道通　信　隊

直立護岸

砂浜
干　潟　部側 溝

陸域部は泡瀬通信施設
（米軍施設）

護岸で散歩が利用される

干潟部で潮干狩り

干潟部でイソハマグリ、カヤノミ
カニモリガイ、カンギクガイ、アマ
オブネガイ、イボウミニナ

植物はハイテングサ、アオノリ、
イワノカワ、無節サンゴモが生息

後　背　地 護　岸　部 干　潟　部




